
首都圏生活保護支援法律家ネットワークのホームページ移転のお
知らせ
首都圏生活保護支援法律家ネットワークのホームページが移転しましたので、お知らせいたします。
現在、登録法律家は約２５０名です。
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2/11 どうする？日本の財政－公正な税制により社会保障の
充実を求める＠徳島
２月１１日（日）、公正な税制を求める市民連絡会主催の集会「どうする？日本の財政－公正な税制により社会保障の充実を求める」が、
徳島で開催されますので、ご案内させていただきます。

　財政や税制は、経済の発展や一部の大企業を潤すためではなく、全ての市民が人間らしく生きることを支えるために存在しているはずで
す。現在、「財源がない」という理由で、教育、医療、介護、年金、障害者福祉、生活保護等のあらゆる分野において社会保障の削減が進
められ、その一方で、一部の富裕層や大企業に富が集中し、格差が拡大しています。広がる貧困と格差を是正するためには、富裕層や大企
業に対する課税を適正化し、人間の暮らしを支える公正な税制への転換が必要です。
　本集会では、基調講演をはじめ、社会保障の各分野からの報告、パネルディスカッション等を行います。社会保障の充実を求め、不公正
税制の是正、所得再分配の強化、税制の透明化等に向けた取り組みを進めるため、現場から声をあげていきましょう！多くの皆さまのご参
加をお待ちしています。

【日時・場所】
　２月１１日（日）午後１時～午後４時３０分
　徳島県国保会館（徳島市川内町平石若松７８－１）
【参加費】
　無料
【プログラム】
⑴　開会挨拶
　　宇都宮 健児　弁護士（公正な税制を求める市民連絡会共同代表、元日弁連会長）
⑵　基調講演　
　　高端 正幸 氏（埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授）
⑶　現場からの報告
　　竹田 節夫 氏（徳島県生活と健康を守る会連合会事務局長）　　
　　松田 文雄 氏（徳島年金裁判原告団長）　　
⑷　パネルディスカッション
　　【コーディネーター】
　　 猪股 正 弁護士（公正な税制を求める市民連絡会事務局長）
　　【パネリスト】
　　宇都宮 健児 氏（公正な税制を求める市民連絡会共同代表、元日弁連会長）
　　 高端 正幸 氏（埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授）
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　　 森口 英昭 氏（徳島県労働組合総連合事務局長）
　　 山本 泰夫 氏（徳島県商工団体連合会　副会長）
⑸　質疑応答
⑹　閉会挨拶
　　堀金 博 弁護士（働くもののいのちと健康を守る徳島県センター理事長）

チラシのダウンロード→こちら
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【書籍】『奨学金　借りるとき返すときに読む本』出版のお知ら
せ
当事務所の鴨田譲弁護士が事務局長を務める埼玉奨学金問題ネットワークから『奨学金　借りるとき返すときに読む本』（弘文堂）が出版
されました。

主に、最も利用者の多い日本学生支援機構の奨学金について、借りるときに注意すべき点、返済が難しくなった際の救済制度、延滞すると
どのようなことが起こるのか、実際の日本学生支援機構との裁判例などについて紹介しています。

是非御一読下さい。

インターネットからの購入はこちらから（弘文堂ホームページ）

※なお、定価1728円（税込）ですが、当事務所内では1500円（税込）で販売しておりますので、事務所にいらっしゃる方はそちら
をご利用下さい。

『奨学金　借りるとき返すときに読む本』
柴田　武男 編・ 鴨田　譲 編　　埼玉奨学金問題ネットワーク 著

【奨学金を使いこなすための完全ガイド】
日本の奨学金が未成年者を対象としたローンであり、返済できないと訴訟トラブルに発展する現状が社会問題となっています。

しかし、正しい知識を持ち、無理なく利用すれば、奨学金は進学の心強い味方です。本書は二部構成で、第一部では奨学金を借りる前に知っ
ておきたい基礎知識と賢い利用方法を紹介し、第二部では返済に行き詰まったときになにが起こるか、どう対処すればよいのか具体的に説
明しています。

奨学金を賢く利用して夢をかなえるために、本人はもちろん保護者や教職員も必読の一冊です。
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１月２７日（土）税金･国保料 全国いっせい 滞納・差押ホッ
トラインを実施します。
社会保障の国民負担増、サービス削減が進められ、貧困と格差が拡大するもとで、「高すぎる国保料」や「税金」等を払えず、「給料のほ
ぼ全額が差し押さえられ、暮らしていけない」などの声や相談が、次々に寄せられています。
一括返還をせまる強引な徴収が行われている自治体も増えています。特に、国保料の滞納による「差押」は大きく増加しています。
私たちは、いのちとくらしに直結する深刻な滞納・差押問題について、お困りの方からの声をおうかがいし、問題解決に向けた取り組みを
すすめるため、「全国いっせい相談活動」を、実施します。
相談は無料です。ぜひ、お気軽にご相談ください。

◆相談日
1月27日（土）10時～18時

◆相談窓口(フリーダイヤル) …お近くの相談窓口につながります
0120-110ｰ458　「ひゃくとうばん、しんどいのいや(110番。しんどいのイヤ)」
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チラシのダウンロードはこちらから。

◆取扱団体
中央社会保障推進協議会（中央社保協）
〒110-0013　東京都台東区入谷1-9-5　日本医療労働会館  5F  TEL  03-5808-5344　　FAX
03-5808-5345
(共催団体）滞納処分対策全国会議
全国クレサラ・生活再建問題対策協議会
全国クレサラ・生活再建問題被害者連絡協議会

E-mail： k25@shahokyo.jp　※メールでのご相談は左記のアドレスをご利用下さい。

 

本日の営業時間を16時までとさせていただきます。
誠に勝手ながら、本日は雪のため、交通機関の乱れやお客様、ならびに所員の安全を考慮し、本日の営業時間を16時までとさせていただ
きます。

明日は通常通り9時からの営業となりますが、気象状況によっては変更となる可能性があります。
ご理解の程、よろしくお願いいたします。

建設埼玉旗開き
 

建設埼玉の旗開きに高木、佐渡島で参加させていただきました。

上田知事や、埼玉選挙区選出の国会議員２２名のうち１４名が本人出席され、
枝野立憲民主党委員長も出席されていたのは、毎年のことながら壮観でした。
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また、昨年１０月、全建総連の中央執行委員長に埼玉の吉田三男氏が選出されていて、来賓挨拶をされたこと、サプライズゲストで参加さ
れた前頭筆頭の北勝富士関は、建設埼玉の会員さんの子供で小さい頃吉田委員長と遊んでもらっていた話など、建設埼玉の勢いを感じられ
る旗開きでした。

弁護士　髙木　太郎

新年明けましておめでとうございます
新年明けましておめでとうございます。本年も当事務所をよろしくお願いします。

事務所は５日から再開しましたが、連休明けの８日からはフル活動をしております。昨年１０月に９２歳を迎えた宮澤洋夫弁護士も、ご自
身の体をいたわりつつも元気です。

旧年中はたいへんお世話になりました。私たちの業界をめぐる情勢には非常に厳しいものがあり、当事務所も例外ではありませんが、弁護
士たちが毎年熱い議論を交わしつつもお互いのやりたい道を尊重し合い（「忖度」の嵐！）、その結果、少しずつですが成長の道のりを歩
んでいると思います。とりわけ若手の弁護士たちは、それぞれが自分の才覚を伸ばし、物事を切り開く立場でそれぞれの個性を活かした弁
護士活動を身につけつつあります。

皆さまにおかれましても今年１年が実りの多い１年になりますようにお祈りします。

年始早々、巷では心穏やかにはいられないニュースが続きますが、当事務所は人の生活の平和を邪魔するすべてと闘う集団であり続けたい
と思います。

弁護士　牧野　丘
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1/27 日弁連シンポ「どうする？社会保障の財源！～人間の
尊厳ある生存を支える財政の在り方を問う～」
　日弁連が、社会保障の財源問題について、下記のシンポジウムを開催します。
　先日も、政府が、生活保護基準の再度の引下げ方針を明らかにしましたが、現在、財源不足を理由に、年金、医療、介護等の幅広い分野
で社会保障の削減が急ピッチで進められています。社会保障を充実するための財政のあり方について考える貴重な機会だと思います。多く
のみなさまに、お知らせください。

【日時】２０１８年１月２７日（土）１３時３０分～１７時００分（開場13時予定）
【場所】弁護士会館２階講堂クレオＡ会議室→会場地図
　　　（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄「霞ヶ関駅」Ｂ１－ｂ出口直結）
【参加費】無料
【参加対象・人数】どなたでもご参加いただけます
【内容】
　◆基調報告・問題提起
　　阪田 健夫 弁護士（日弁連貧困問題対策本部事務局次長）
　◆パネルディスカッション
　　【コーディネーター】
　　　猪股 正 弁護士（日弁連貧困問題対策本部副本部長）
　　【パネリスト】
　　　後藤 道夫 氏（都留文科大学名誉教授）
　　　高端 正幸 氏（埼玉大学経済学部准教授）
　　　竹信 三恵子 氏（ジャーナリスト／和光大学現代人間学部教授）
　　　尾藤 廣喜 弁護士（日弁連貧困問題対策本部副本部長）
　◆質疑応答

　医療、障害福祉サービス、年金等の社会保障制度を充実していくための財政がテーマであり、財政の役割、保険方式の現状と課題、普遍
主義・選別主義と租税抵抗の問題、累積債務の問題、所得税・法人税・消費税等の税制の在り方等について、報告およびパネルディスカッ
ションを通じて、幅広い議論を行い、人間の尊厳ある生存を支える財政の在り方やその実現の方策について考えます。

チラシ (PDFファイル;330KB)

【申込方法】事前申込不要（当日会場にお越しください）
【主催】日本弁護士連合会
【お問い合わせ先】日本弁護士連合会 人権部人権第一課　ＴＥＬ　０３－３５８０－９５０１

★日弁連ホームページはこちら
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『９条改憲ＮＯ！』全国統一３０００万人署名のお願い
２０１７年５月、安倍首相は２０２０年を自衛隊を明記した新憲法施行の年にしたいと表明しました。
総選挙の結果、自民、希望、維新の「積極改憲派」は、衆議院議席ではぼぼ４分の３に達し、公明党も含めると改憲勢力は８割にもなりま
した。

しかし、世論調査によると９条に自衛隊を明記することに反対する人は、半数以上に達し、賛成を上回っています。この９条改憲反対の世
論をさらに大きなものとすることで、９条改憲の発議をさせないことは十分に可能です。

憲法９条への自衛隊の明記により、自衛隊は集団的自衛権の行使や、国際紛争への武力介入など、海外で戦争することが憲法で認められる
ことになってしまい、いつでも戦争する国になってしまいます。
また、外国の戦争に参加すれば、日本が反撃の対象となり、テロ組織との紛争などにも引き込まれていくことになり、自衛隊員のみならず、
国民も命の危険にさらされることになります。

このほど全国で９条改憲に反対する署名運動がスタートしました。全国で３０００万人の署名を集めようという取り組みであり、事務所と
してもこれに賛同し、取り組むことといたしました。

是非、署名にご協力いただけますと幸いです。

電子署名はこちらです（←クリックをするとサイトに飛びます）

年末年始　営業時間のご案内
 

当事務所は下記期間を年末年始休暇とさせていただきます。
ご不便をお掛けいたしますが、予めご了承下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

　2017年12月29日(金)～2018年1月4日(木)

年内は2017年12月28日(木)は15時まで、
年明けは2018年1月5日（金）は9時より平常通り営業いたします。
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